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森本厚吉
（『北海道帝国大学創基五十年

記念写真』より）

＜ 資 料 ＞

〔展示〕森本厚吉点描──札幌農学校受験から北海道帝国大学離任まで──

１．資料見学会について

２０１０年４月９日、札幌農学校第１９期生森本厚吉のご令孫森本晴生氏（新渡戸文化学園学

園長）の来館を機に、資料見学会「森本厚吉点描――札幌農学校受験から北海道帝国大学

離任まで――」を、附属図書館中会議室で開催した。

また、７月１５日に、森本厚吉ご孫女の深山厚子氏（聖心会シスター、台湾在住）が竹井

恒子氏（元聖心会日本管区長・元聖心女子学院理事長）と共に来館された折にも、資料見

学会を再度開催した。

２．森本厚吉について

森本厚吉（１８７７‐１９５０年）は京都府舞鶴に生まれた。札幌農

学校教授であった新渡戸稲造に私淑して、１８９５年に札幌農学校

予科に入学、１８９７年本科へ進学して農業経済学を専攻した。１９０１

年第１９期生として卒業後、アメリカ留学を経て、１９０６年札幌農

学校嘱託講師となり、東北帝国大学農科大学予科教授、助教授、

教授と昇任した。日本における消費経済学の先駆者として北海

道帝国大学農学部で教鞭を執った。

大学外では、自身の理論実践に向けて、月刊雑誌『文化生活』

の創刊（１９２１年）、「文化アパートメント」の開館（１９２６年）、

女子文化高等学院（現在の新渡戸文化学園）の創設（１９２７年）

など、「文化生活」普及運動を精力的に推進した。１９３２年に北

海道帝国大学を離任した後は、東京女子文化高等学院の後進で

ある女子経済専門学校長を務め、女性の教育にも力を入れた。

森本が主導した文化生活運動は、アメリカの社会形態と生活スタイルを参考に、日本の

ブルジョア階級とプロレタリア階級の中間に「中流階級」を設定して「国家の中堅」、「新

日本の模範階級」と位置づけ１）、彼らのあらゆる生活側面を能率化し、高い文化的生活を

目指そうとするものであった。人間生活を対象とした森本の経済学研究は、当然に女性の

存在を重視することに繋がり、その地位向上と教育整備を運動の中核に含み込むことに

なった。森本は北海道帝国大学在職時代、１９１８年加藤セチが入学を希望した際に、教務部

主任・女子入学調査委員として女性の入学に積極的な立場を取り、北海道帝国大学初の女
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札幌農学校予科入学願（１８９４年）
（展示資料２）

中島九郎宛て森本厚吉書簡（１９３８年６月８日付）
（展示資料１３）

性の入学実現に大きな役割を果たした２）。また、女子文化高等学院・女子経済専門学校の

創設も、文化生活運動の主要な要素に位置付く活動であったと捉えることができる。

一方、札幌農学校予科で同級生として出会った有島武郎とは、終生の親友となった。在

学中には一緒に定山渓へ旅行に出掛け、トーマス・カーライル『サータ・レザータス（衣

裳哲学）』の研究会を立ち上げた。１９０１年には、２人にとって最初の著作となった『リビ

ングストン伝』を共著として出版した。卒業後も、大学教官の同僚として、また文化生活

運動の同行者として、親交が絶えることはなかった。森本は、１９２３年の有島死去後の対処・

措置を行ない、北海道狩太村（現ニセコ町）にあった有島農場の解放にも関わった３）。

３．展示資料について

見学会では、多彩な活動を展開した森本厚吉の足跡を、�１受験生時代、�２札幌農学校在
学時代、�３教官時代、�４北海道帝国大学離任後、と時代順に構成し、大学文書館が所蔵す
る札幌農学校・帝国大学簿書などの文書資料、中島九郎関係資料中の書簡類、北海道帝国

大学新聞の記事、写真などの関連資料でたどった。関東大震災復興状況の研究的視点から

の視察、北大離任後の農業経済学研究室との交流など、展示資料は、森本の研究・活動・

人脈の広がりを如実に示している。
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札幌農学校予科在学時代（１８９６年）
前列３列目右から２番目、腕組みをして眼鏡をかけた
青年が森本厚吉。 （展示資料Ｐ２）

農業経済学教室員（１９１２年）
中列右３番目から森本厚吉助教授、佐藤昌介学長、高岡
熊雄教授、中島九郎助教授 （展示資料Ｐ６）

〔注〕

１） 森本厚吉『生存より生活へ』（１９２１年１１月、文化生活研究会出版部）。

２） 山本美穂子「佐藤昌介の女子高等教育論―北海道帝国大学における女性の入学をめぐって―」（『北

海道大学大学文書館年報』第３号、２００８年３月）、３１頁。

３） 森本厚吉伝刊行会編『森本厚吉』（１９５６年１２月、河出書房）、５９‐７６頁。

森本厚吉略年譜

１８７７年 ０歳 ３月４日、京都府舞鶴に、増山純一郎三男として生まれる
１８９０年 １３歳 ４月、舞鶴明倫高等小学校卒業
１８９１年 １４歳 ５月、横浜英和学校入学（～１８９２年６月退学）
１８９２年 １５歳 ９月、東京東洋英和学校普通科入学（～１８９４年６月卒業）
１８９４年 １７歳 ９月、北鳴学校第５年級入学（～１８９５年３月卒業）
１８９５年 １８歳 ７月、森本活造の養子となる、札幌農学校予科第４年級入学
１８９７年 ２０歳 ７月、札幌農学校予科修了

９月、札幌農学校本科入学
１９０１年 ２４歳 ３月、有島武郎と共著で『リビングストン伝』を警醒社書店から出版

７月、札幌農学校本科卒業（第１９期生）
８月、東北学院教授となり歴史・経済学を担当（～１９０３年７月）

１９０３年 ２６歳 ８月、アメリカ、ジョンズ・ホプキンス大学院に入学し、経済学・歴史

学を専攻（～１９０５年１０月退学）
１９０６年 ２９歳 ９月、帰国

１０月、札幌農学校講師（英語・歴史・農史担当）
１９０７年 ３０歳 ７月、学事視察のためアメリカ出張（～８月）

９月、東北帝国大学農科大学大学予科教授、予科主事（～１９０９年１２月）、

山角静子と結婚
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１９０８年 ３１歳 ６月、東北帝国大学農科大学助教授
１９０９年 ３２歳 １２月、教務主任（～１９１５年９月）
１９１５年 ３８歳 ７月、経済学財政学講座担当（～１０月）

９月、経済学・財政学研究のためアメリカ留学を受命
１１月、ジョンズ・ホプキンス大学院特待研究生として経済学を研究

１９１６年 ３９歳 ６月、博士論文を提出し、Ph.D（経済学）の学位を取得
１９１８年 ４１歳 ４月、帰国、北海道帝国大学農科大学助教授、経済学・財政学講座担任、

教務部長（～９月）
８月、北海道帝国大学農科大学教授（翌年から農学部教授）
９月、教務部主任（～１９２１年１２月）、“The Standard of Living in Japan”

を Johns Hopkins Pressより出版
１９１９年 ４２歳 ７月、法学博士（総長推薦）
１９２０年 ４３歳 ３月、『生活問題 生活の経済的研究』を同文館より出版

４月、講義録『文化生活研究』を刊行
１９２１年 ４４歳 ３月、吉野作造・有島武郎と『私どもの主張』を文化生活研究会より出版

６月、月刊雑誌『文化生活』を刊行
１１月、『生存より生活へ』を文化生活研究会より出版

１９２２年 ４５歳 １０月、『新生活研究』を文化生活研究会より出版
１２月、東京に財団法人文化普及会を設立

１９２４年 ４７歳 ７月、『滅びゆく階級』を同文館より出版
１９２６年 ４９歳 １月、『アパートメントハウス 新しい住宅の研究』を文化普及会より

出版
７月、アメリカ出張（～１１月）
１２月 文化アパートメント開館（～１９４３年閉鎖）

１９２７年 ５０歳 ２月、女子文化高等学院創設（森本静子院長）
１９２８年 ５１歳 ３月、財団法人女子経済専門学校を設立、理事長に就任（新渡戸稲造校

長）、月刊誌『文化生活』を『経済生活』と改題
６月、ヨーロッパ・アメリカ出張（～１９２９年１月）

１９３２年 ５５歳 ３月、北海道帝国大学教授退職
１９３３年 ５６歳 １０月、新渡戸稲造死去に伴い、東京女子経済専門学校校長に就任
１９４０年 ６３歳 ３月、『消費経済』を大日本図書より出版
１９４４年 ６７歳 ３月、女子経済専門学校を東京女子経済専門学校と改称
１９４６年 ６９歳 ３月、『文化生活』復刊（～１９４８年７月廃刊）
１９４７年 ７０歳 ４月、新制移行に伴い、東京経専中学校・高等学校校長に就任
１９５０年 ７３歳 １月３１日、逝去
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展示資料目録

１．陳列資料目録

Ⅰ．受験生のころ

１

『北鳴学校紀事』（１８９５年３月）

図書／附属図書館北方資料室蔵

北海道庁立札幌中学校の新設にともない、道内の男子中等教育機関であった北鳴学校は
閉校した。同校の教頭は、新渡戸稲造札幌農学校教授。『紀事』には、北鳴学校５年級の
増山厚吉が、新渡戸稲造教頭に感化をうけた学生生活を記している。

２

「予科願・履歴書」（１８９４年６月２３日付）、「予科入学試験成績」（１８９４年７月）

文書／大学文書館蔵（札幌農学校簿書４８０）

１８９４年６月東洋英和学普通学全科卒業した増山厚吉は、札幌農学校予科４年級を受験し
たが入学とならず、翌年６月再受験の後に予科へ入学した。展示資料は、１８９４年６月札幌
農学校予科受験の際の願書と成績表。

�．札幌農学校生のころ

３

「第二学期試験延期願」（１８９７年５月２５日）、「受験願」（１８９７年８月２６日）

文書／大学文書館蔵（札幌農学校簿書５４９）

１８９７年５月、予科生の森本厚吉は脚気に罹患した。私立北海病院の診断により、療養が
必要と診断されため、札幌農学校は森本に第三学期試験の延期と快復後の再試験を許可し
た。

４

札幌農学校舎務掛「寄宿生ニ関スル出納書類」（１８９８年１～１２月）

文書／大学文書館蔵（札幌農学校簿書６１７）

森本厚吉は、衣類洗濯料として１９銭５厘（１８９８年６月）、賄料として１８９８年７月１日～
１２月の代金３４銭（１８９８年７月）を請求されたことが、寄宿舎の出納記録に見られる。

５

「在学証書」（１８９９年１２月１１日）

文書／大学文書館蔵（札幌農学校簿書９６４）

本科進級にあたって、札幌農学校規則を遵守する旨、誓約して提出した森本直筆の書類。

６

「身体検査票」（１９００年４月）

文書／大学文書館蔵（札幌農学校簿書７２３）

本科３年級の森本厚吉が受けた身体検査票。身長は１５９．５センチ、１６０センチの有島武郎
とほぼ同じ背丈であった。

７

「札幌農学校創立二十五年紀年祝賀会書類」（１９０１年３月）

文書／大学文書館蔵（札幌農学校簿書７６２）

祝賀会の学生当番として、森本厚吉と有島武郎は「装飾係」を担当した。ほかに、森本
は「接待係」を、有島は「新聞係」を兼務した。
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�．母校の教官となって

８

森本厚吉助教授講義「経済原論」（樋口櫻五受講ノート）

ノート／大学文書館蔵

樋口櫻五（１９１４年東北帝国大学農科大学大学予科卒業、１９１７年東北帝国大学農科大学農
芸化学科卒業）は、森本厚吉助教授の講義「経済原論」を、農芸化学科１年級在学時（１９１４
年９月～１９１５年６月）に受講し、２冊のノートに書き留めた。ノートには、「Economics」
の試験問題も挟まれている。

９

関東大震災に際する「罹災生活問題」調査・研究出張願（１９２３年９月１０日付）

文書／大学文書館蔵（帝大簿書４９１）

１９２３年９月１日関東大震災後、森本厚吉教授は、佐藤昌介総長宛てに、「罹災生活問題」
調査の必要性を訴え、９月１３日より往復１０日間の見込みで、東京・横浜における調査旅行
を申請した。

１０

「復命書（グブラー博士招聘ニ関スル件）」（１９２５年３月３日付）

文書／大学文書館蔵（帝大簿書２８１）

１９２５年３月３日、森本厚吉教授は、佐藤昌介総長の命により、Arnorld Gublerをドイツ
語外国人教師として招聘すべく、Gublerが勤める福島高等商業学校に赴いて蒲生保郷校
長を説得した。Gublerは１９２５年８月～１９３１年７月まで北海道帝国大学で教鞭を執った。

１１

「海外旅行報告に関する件」（１９２６年１２月１２日付）

文書／大学文書館蔵（帝大簿書２６２）

１９２６年７月～１９２６年１１月、森本厚吉教授は米国出張を命じられ、ジョンズ・ホプキンス
大学創立５０周年記念式典に列席し、さらに、世界博覧会（於フィラデルフィア）を通して
米国経済界の視察を行なった。

Ⅳ．北海道帝国大学を離任して

１２

中島九郎宛て森本厚吉書簡（１９３８年３月６日付）

封書／大学文書館蔵（中島九郎関係資料）

１９３２年３月北海道帝国大学を辞職後、後輩で同大学農業経済学科教授の中島九郎に宛て
た書簡。

１３
１４
１５

中島九郎宛て森本厚吉書簡（１９３８年６月８日付）
中島九郎宛て森本厚吉書簡（１９３８年７月２１日付）
中島九郎宛て森本厚吉書簡（１９３８年９月１５日付）

封書／大学文書館蔵（中島九郎関係資料１６８ほか）

農業経済学教室との交流は１９３２年３月北海道帝国大学を辞職後も深められた。
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２．パネル目録

Ｐ１

札幌農学校教官・学生生徒一同（１８９５年１１月３日）

写真／大学文書館蔵（百年史編纂資料１０５）

天長節に際して、演武場正面にて撮影された。前列２列目の教官たちには、シルクハッ
トの佐藤昌介校長、新渡戸稲造教授、宮部金吾教授などの姿が見られる。予科在学中の森
本厚吉は、後列２列目の左から５番目。

Ｐ２

札幌農学校予科生たち（１８９６年）

写真／大学文書館蔵（百年史編纂資料１０７）

木村徳蔵・岩波六郎・星野勇三ら後の１９期生の姿が見られる。前列３列目右から２番
目、腕組みをして眼鏡をかけた青年が森本厚吉。

Ｐ３

原十太教授を囲んで（１８９７年頃）

写真／大学文書館蔵（百年史編纂資料１１４）

最後列右端が森本厚吉。動物学修学旅行記念に撮影したものと考えられる。

Ｐ４

第１９期生の予科修了記念（１８９７年７月）

写真／大学文書館蔵（百年史編纂資料１１２）

予科の講義を担当していた新渡戸稲造教授、手島十郎嘱託講師を囲んで。最前列右２番
目が森本厚吉。

Ｐ５

星野純逸送別記念（１８９７年）

写真／大学文書館蔵（百年史編纂資料１１６）

有島武郎『星座』にも描かれた星野純逸は、結核治療のため、１８９７年冬帰京した。有島
武郎も星野の右手前に写っている。

Ｐ６

東北帝国大学農科大学農業経済学教室卒業記念（１９１２年）

写真／大学文書館蔵（中島九郎関係資料２３５）

農業経済学教室の教官陣は、中島九郎（１９１０年卒業）、高岡熊雄（１３期生）、佐藤昌介（１
期生）、森本厚吉（１９期生）で構成された。

Ｐ７

新渡戸稲造来札に際して（１９３１年５月）

写真／大学文書館蔵（百年史編纂資料６９９）

後列左２番目が森本厚吉教授。新渡戸稲造を迎えて、松村松年、高岡熊雄、南鷹次郎、
須田金之助、星野勇三、時任一彦、平塚直治、佐々茂雄、半澤洵ら札幌農学校卒業生が集っ
た。

Ｐ８

森本厚吉・静子夫妻来札記念（１９３８年１０月１２日）

写真／大学文書館蔵（中島九郎関係資料２６０）

森本厚吉・静子夫妻の来札を記念して、北海道帝国大学農学部農業経済学教室メンバー
が揃い、中央講堂で記念撮影をした。

Ｐ９
「社会に尽した功績数々 惜しまれつ ゝ 学園を去る森本厚吉教授」（１９３２年）

１９３２年２月１日付『北海道帝国大学新聞』／大学文書館蔵

Ｐ１０
「聴衆を魅了し去つた森本教授講演会」（１９３２年）

１９３２年２月１５日付『北海道帝国大学新聞』／大学文書館蔵

Ｐ１１
「先輩で賑つた森本教授送別会」（１９３２年）

１９３２年２月１５日付『北海道帝国大学新聞』／大学文書館蔵
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